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以外は生時における観察では明確に認識できなかった。

以上のことからシュロソウまたはアオヤギソウといわれていた男鹿半Ilh産の仙物は花色や葉形などから']'間型

が多く従来の認融韮準では分類が因難といえる。これはI1木列島全体の+での地方的なレベルて種分化を起こし

つつあるものか、地理的・生態的クラインなのか検討すべき対象は数多し､が、ここでは半突関係のゑを|ﾘlらかに

して、問題の解決は今後の研究にまちたいと思う。

I花型の変異

男鹿半I.hにおいてはシュロソウ・アオヤギソウは一般に株立ちとなる。前述のように花色は一つのクローン、

一つのｲ序内で安定してL,るが花肺;内の花の成熟度はさまざまであり、雑居性として去現される。この半につい

て花色の連いによる雄異は認められない。花序はやや疎な複総状花序であり、花期の初め頃は先端部が少し点頭

するような形であり、祥しく措花で強>''二な感じのする竜風m産のものとは大きく異なる。ただ、、|訓h全体として

は疎密の程度はさまざまであり一様ではなL,。花序全体の量的バランスは頂生の花序の枝が極端に大きく、側生

のものはいずれも短い。花のつき方は削合f均されているので花数と花序の長さは比例的である。

｜淵花についての順序は例外なくほぼ一定している。頂生の花序の枝の最下部から咲き始め、上に向う。次にIl1

間に位置する側生の枝の下から咲き始める。花序全休では上から下へ、一つの枝の''1では下から上へ進むので賎

も遅く開花するのは肢下の枝の先端部ということになる。これは｢''心から外側へとぽき換えてもよいことであろ

う。|淵花後のめしべの成長もN様の進皐方となるので、六分咲き稀度の段階では、早く開花した花はわずかにf

房がふくらんでいるが、一部の花のめしべはやっと認められる狸度であり、通い花ではおしべの状態が完全であ

るにも|則らずめしべが見られない形となる。IPち完全両性化・不完全両性花．雄性化という枇成になる。おしべ

における化粉の形成はきわめて早く、直径3""位のつぼみでも花糸・満は完全にできており、イビ粉も形成されて

いる。熟は|刑花後早くひらきおLベからも落ちやすい。木椛が他家受粉随物であるかどうか、またn家不耶II合で

あるかどうかはまだ不iﾘ)であるが、雄,|′|臭がきわめて先熟であることは言いiりる。この状態で開花の順序一めし

べの熱度一結災の度合とK淵す-るため大部分の胴体では頂生の枝にの難果実がつく。このような状態でめしべ

が兄えない化でも花糸の韮部の膜状部の'11に萎縮したm珠が兄られることがあり、栄韮などの外的条ftの影群も

ﾉ<きいことが示|愛される。このように頂生の,枝にのゑ果実をつける傾向はVeγα"〃mBA必overatfttm節に属

するコバイケイソウなどでも見られ、属にかなり普遍的な形質のように考えられる。

受粉に間血して昆虫についての観察は少ないが、男鹿半ﾙのシュロソウ・アオヤギソウの生育ｼ:地は殆ど林lﾉ1

であり、肪花昆虫は観察していない。それに反して亜高山草原に多いタカネアオヤギソウにはよく昆虫が飛来し

ている。ただFuscoveγα/""〃では花披に粘性があり、花を多量に集めると匂いがあること、ｿ)鹿と竜飛Iffの花

で体長l〃"位のla]樋と思われる昆虫（幼虫*を検出していること、男鹿では果災が器いB*期に蛾の幼虫＊に殆ど

食害されてしまうことなどが夜間の昆虫行動や植物種と動物種の結び付きとどう間辿するのかなと1川地は多いと
言える(*いず〃も未|司定)｡

Ⅲ男鹿半島にお|ナる分布と生態
15）

従来のフロラM̂ によれば秋IB県内のFuscoveratrumは男鹿半,1的のアオヤギソウ・シュロソウ、海岸部,ザ
13）

森県境の八森町珊館にシュロソウ、奥羽ill脈や出羽山地の亜高lⅡ帯にタカネアオヤギソウが分ｲ|i寸~るとされてい
た。このたびｿ)鹿､'2,';h全域に亘りその分布状況を耐査した結果を第3図に示した。過去の経験から男鹿半.1約では

Fuscove)江"2‘”の生祇域が大部分落葉広葉樹林にあることを観察していたので、方法としては春季の他の林床

'11'[物が展葉しないⅡ$量期を1'1心として、洲在地の林下を’ケ所につL,て'''品30,〃．長さlOO"zを標準として路在し分

ｲﾄj図を作成した。図の○印はFuscoveratru加の存在を示すが×印は踏査して光兄できなかった場所である。／

図でIﾘlらかなように○印の分ｲli城から陥離的に存在するのは浜間口のみである。ここは|fe.Uo～30otの砂浜に統

いてiM立する砂)iからなる高さ10)"ほどの崖の上で人家の裏側になっており雑木林Iざであるが耐Iやｲi段があり、

タケやササ類が多く人為的影響の多いjﾘ『である。、二の部分を除けば北は湯の尻からI'liは僻を結ぶI血線のIﾉﾘ側にの
ゑ分ｲnL、東側は全くの空白地州と言ってよい。さらに少しくわしく見ると、北側の湯の"tから入過|Wに至る地

域では、海岸'がりの標尚50～100岬の斜面の雑木林や林縁にふつうに脚?し、北磯犬巾Iiiiiwthffiには半脇で12を
争う大きな柴川がある。人道Ulil'から西海岸の戸賀まではほぼH様であるが、ススキ'V':地のような場所での生育が
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をふくむ内陸部では〃m他にくらべてやや11<f.つ・

殆ど雑木林下に産する。ノ

シナノキ・エゾイタヤ林、

ノ

殆ど雑木林下に産する。ノーffIiからniiiiに至る|洞海岸は近年になって自動車道ができた所であるがその両側の主に

シナノキ．エゾイタヤ林、カシワ林などに淵曲に見られる。門前～椿間も雑木林下であるがこの地域は人為によ

る環境の改変が激しく分ｲ17は|斬統的である。ソ)鹿三山と言われる毛無山・本山・真山の縦走コースの両側におい
ては|萌側の毛雌|｣|一帯に多い。江社'堂付近のブナやミズナラの二次林下には広範囲に密娠群蕗をつくり、標高
500岬付近までは切れ目なく分ｲuする。より高所では唯一ケ所本山付近の亜高山植生地に小さなm体群があるが、

二れについて包葉の長さと花の附き方などから筆者の精査ではタカネアオヤギソウと同定している。

以上が分ｲ|丁のあらましであるが、Fuscoveγα""'”の分布域は男鹿第2表Fusco""が"‘岬分布域の土壌

半ルの地誌的・Iﾖ然的条件とも何らかの関連があるように思われ岩屑性土壌……………………木Ill1統
る。似'1ち地形区分で言えば産地が木llllU地・八望台台地・女川台地乾性褐色森林土壌……………真山l統

制脚顛撫w鴛蹴"…一…|蝿
堂蹴臓懐戦戦艦孟競爵“…一…"縦“〃（暗色系）・…･……･……本I川2統
麦のようになる。Fuscoveraj池畑の分ｲuしない東部地域の土壌と断

ifli棋式によって比較するとこれら分ｲ1丁地域の土壌はいずれもB－C層に多くの角喋ないしは半角操を含むことに

－1 6 －








